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日本行動計量学会第３５回大会報告 

                                             同志社大学 村上征勝 
 

 2007年９月２日（日）から５日（水）まで

の計４日間、日本行動計量学会第 35 回大会

を同志社大学京田辺キャンパスで開催させ

ていただきました。 

同志社大学で行動計量学会を開催するの

は今回が初めてであり、教員や学生にとって

大きな刺激となり、同志社大学にとりまして

も大変意義あるものでした。この大会は文化

情報学部が中心となり運営にあたりました。

同志社大学の９番目の学部として 2005 年に

設置された文化情報学部は、故林知己夫先生

が提唱された「データサイエンス」を教育・

研究の基盤としている学部であります。した

がいまして、その意味でも第 35 回大会を文

化情報学部で開催させていただけましたこ

とは、大変うれしく思っております。 

 大会期間中は天候に恵まれましたが、気温

が高かったため、最寄駅からキャンパスまで

の数百メーターの上り坂を上がってこられ

た会員の方々は、暑くて大変だったことと思

います。 

 大会初日の９月２日には、チュートリアル

セミナー「統計フリーソフトR言語による多

変量解析」を開催いたしましたが、このセミ

ナーには５５名の方に参加いただきました。 

また、３日から５日までの大会期間中に、

３人の方に特別講演をしていただきました。

まず、９月３日は三中信宏氏（農業環境技術

研究所）による「系統推定論と形質コード化

問題：データから何を読み取るか」、つづい

て４日は岡田節人氏（京都大学名誉教授、先

日、本年度の文化勲章を受章されるとの報道

がありました）による「最後の洋行者」、そ

して５日は狩野博幸氏（同志社大学）による

「洛中洛外図屏風研究の現状と問題点」であ

りました。 

今大会では、特別セッション14、一般セッ

ション 15 の計 29 セッションを設けました。

講演総数は137 件で、268 名の方に参加いた

だきました。４日夕方の懇親会にも 62 名も

の方に参加いただきました。 

京都での学会開催は第11 回大会（1983 年）

以来、実に 24 年ぶりということでありまし

た。最終日の２日後には神戸で統計関連連合

大会が開催されるということがあり、参加し

てくださる方が少ないのではないか、と当初

は心配しておりました。しかしながら、幸い

にもそれは杞憂に終わりました。会員の皆様

のご協力と学会理事会のご努力、それに協賛

していただいた企業のおかげで、実に多くの

方々にご参加いただき、第 35 回大会を盛会

のうちに終えることが出来ました。ここに実

行委員一同、心よりお礼申し上げる次第です。

有難うございました。 

(むらかみまさかつ, 同志社大学) 
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訃 報 

本学会の名誉会員で視覚系と意味記憶の専門家とし

て国際的に著名であった印東太郎先生が、喉と肺の病

気による1ヶ月の入院生活の後，9月22日に逝去され

ました。享年84歳でした。印東先生は、2000年に林知

己夫賞(功績賞)を受賞されておいででした。2007年12

月5日(水)15:30～18:00にカリフォルニア大学アーバ

イン校でお別れの会が催されます。謹んで追悼の意を

表します。 

 

野元菊雄先生への追悼文 

本学会の名誉会員でおられました野元菊雄先生が

2006年７月31日、ご逝去されました。会員の江川清先

生から追悼文を頂戴いたしました。 

野元菊雄先生のご功績 

 広島国際大学 江川清 

 ６月２日（土）の午後、上智大学隣接の聖イグナチ

オ教会で「故ヨハネ野元１周忌ミサ」がおごそかに執

り行われました。 

 野元先生は、和文誌『行動計量学』の初代編集長を

務めるなど、本学会発足時から永年にわたり理事とし

て、本学会の設立・発展に大きく貢献なさいました。

2004年９月の第32回大会（青山学院大学）の総会の席

上で、第19回林知己夫賞（功績賞）を受賞されたこと

は記憶に新しいことです。だが当時、先生は体調を崩

されており、江川が代理で受賞することになってしま

いました。それから２年足らずの2006年７月末日に83

歳で天に召されました。お元気なときの受賞であれば、

と残念に思っています。 

 先生は1950年12月～1990年３月末まで国立国語研

究所で活躍なされ、1982 年度から退官まで所長をされ

ていました。研究所ご在籍中はもとより、ご退官後も

各方面をリードしてこられたことは周知のことであり

ます。 

 私は、1972 年の鶴岡（山形県）第２次調査の企画段

階で先生の部署に配置換えとなり、以降諸側面でお世

話になっている、いわば自称一番弟子ということで今

回の原稿を書いているわけです。 

鶴岡調査は、国立国語研究所が1952 年から20 年間

隔で行っている日本語の共通語化に関する社会言語学

的調査のひとつです。研究所の設置は1949 年 12 月な

ので、鶴岡の第１次調査は研究所発足直後に始まる代

表的な継続調査といえます。「国語」研究所という名称

からもわかるように、当時の国語学（日本語学）は数

学・統計学とは無縁と目されていた分野のひとつでし

た。そこでサンプリングによる言語調査が早くから実

施されていたのは驚きだといえましょう。 

これを可能としたのは『日本人の読み書き能力』調

査の存在でした。読み書き能力調査は、CIE（連合軍総

司令部民間情報教育局）の命により、1948 年に全国の

15～69 歳の日本人から無作為抽出された 16,820 人を

対象としたもので、日本の社会調査の嚆矢といえるも

のです。この調査には、統計班として本学会の創設者

の林知己夫先生や西平重喜先生、言語班として野元先

生や柴田武先生などが、実質的に関与なさっていらっ

しゃったようです。なお、この調査の報告書である『日

本人の読み書き能力』（東京大学出版部、1951年）とい

う大著の大部分を執筆されたのが野元先生でした。 

この調査の後に言語班の人が国語研究所に、統計班

の人が統計数理研究所に所属したという機縁もあって、

前記の鶴岡調査を始めとする一連の言語の社会調査が

両研究所の共同研究としてスタートしたわけです。 

野元先生を通じての言語学と行動計量学との接点の

一端を記してきましたが、先生の私的な側面に一言す

べきかと思います。だが、これがなかなか難問で、誤

解を招く恐れを承知で敢えて言えば、キーワードは「無

口」（相手はこの状況に耐え切れず喋らされることにな

る）、「計数好き」（ややオタク的な面も）、「読めない字」

（きれいな字が書けるにも拘わらず）、「合理的」（なの

だと思うがちょっと理解しがたいかな）でしょうか。 

なお、本年から、かつて野元先生が情熱をかけてこ

られた岡崎市での敬語調査の第３次調査が始まること

になりました。先生のご恩に報いるべくよい調査にし

たいものとメンバー一同祈念しております。 

 

学会賞を受賞して 

 第35回大会総会時に学会賞受賞者の発表および授賞

式が執り行われました。今年度は林知己夫賞(功績賞)

にテネシー大学の鮫島史子氏、林知己夫賞(優秀賞)に

東北大学の倉元直樹氏、肥田野直・水野欽司賞(奨励賞)

に朝日新聞社の松田映二氏、東京大学大学院の張一平

氏が選ばれました。 

 

林知己夫賞(功績賞)を受賞して 

 テネシー大学 鮫島史子 

 このたび、日本行動計量学会より、林知己夫賞(功績

賞)をいただきましたことは、誠に嬉しく、感謝してお

ります。日本語で書かれた賞状に類するものを頂くの

は、慶應義塾大学から、博士号を頂いた時以来のこと

で、賞状を読みながら、日本に居た学生の頃、先輩の

研究者の方々と共同研究をさせて頂いた頃のことなど

が、いろいろと、なつかしく心に浮かびました。大き

なトランクと、日本茶の大きな木箱に必要品を詰めて、

PrincetonのEducational Testing Serviceに、客員研

究者としてアメリカに来てから、予想より滞在が遥か

に長くなり、と言うよりも月日があっという間に経っ

てしまい、今は、名誉教授と称せられるようになりま

した。University of Tennesseeの学長に、これまでの

功績を認められて、研究室その他の便宜をはかって頂

き、未だに研究を続けていますが、至って健康で、テ
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ニスも、30年間続けたワイキキでの遠泳もやっており、

それ程年を取ったという感覚がありません。それなの

に、大学院の頃、非常にお世話になり、共著までさせ

て頂いた、印東太郎先生は、去る９月に亡くなられ、

Dr.吉田正昭もすでにこの世においでにならないこと

を知り、悲しいことです。先のことは判りませんが、

未発表の研究も大量にあり、それ等を出版する義務を

感じていますので、20 年かかってもやり遂げる気でお

ります。終わりに行動計量学会の理事の方々及び、Dr.

池田、Dr.吉野を始め、今回の受賞にお世話になった会

員の方々に、心からお礼申しあげます。 

 

「林塾」の思い出    東北大学 倉元直樹 

青天の霹靂…使い古された言い回しだが，外に表現

のしようがない。想像もしていなかった受賞のお知ら

せをいただき，改めて林知己夫先生のことを思った。 

12 年ほど前，林先生の個人事務所に月に１度ほどお

邪魔するチャンスをいただいた。若手が林先生から直

接アドバイスをいただく機会を設けようと，岩坪秀一

先生が発案された私的研究会で，毎回，貴重な勉強の

連続であった。私は勝手に「林塾」と名づけたが，林

先生にも気に入っていただけたと思っている。東京を

離れるまでの4年位，断続的に参加させていただいた。

その間，丸山久美子先生，森本栄一先生など，林先生

をよくご存知の先生方と知り合えたことも，大きな財

産となっている。 

「林塾」を通じて林先生のお人柄の片鱗に触れるこ

とができた。先生のアイデアの根源には常に人があり，

社会があった。研究，と呼べるほどのものはないだろ

うが，私が関わってきた仕事は常に様々な立場の方々

に支えられ，解決すべき当面の問題との格闘の連続で

ある。今回，林先生のお名前を冠したこの賞は，その

ような営みそのものにいただいたのだろう。受賞者と

して誰かが必要だったので，たまたま，私の名前を思

い出していただいたのだ。そう思ったとき，しみじみ

と喜びがこみ上げてきた。 
この度は，過分な賞をありがとうございました。今

後も，皆様に支えられて精一杯頑張りますので，変わ

らずご支援のほど，よろしくお願いいたします。 
 
肥田野直・水野欽司賞（奨励賞）を受賞して 

朝日新聞社・世論調査センター 松田映二 
 奨励賞を受けるほど若くないが…。やっていること

が幼稚だとみられたのか、気持ちが若いということな

のか。サダカデハナイ。朝日新聞社に就職した1988年

春、世論調査室（当時）の顧問だった林知己夫先生に

初めてお会いした。先生が69歳で私が２６歳のときで

ある。高齢にもかかわらず検討事項のちょっとした数

式の暗算では、私より早かった。オドロイタ。調査の

現場では、現役で活躍される高齢の先生がたが多い。

この分野では私は若いほうなのだろうと一人合点して、

ありがたくいただくことにした。 

 物理をやっていた世間知らずが、畑違いの調査分野

に足を踏み入れた。すでに、「遅れてきた青年」だった。

面接調査の回収率が８割を下回るなど方法論のほころ

びが見え始めていたし、精度優先の調査に迅速性と経

済性が求められるようになっていた。方法論は自ら作

らざるを得なかった。もう10年も前になるが、RDDの

開発では、①多少のカバレッジを犠牲にしても層別指

標を増やす(Bank2)、②地域・性×年代などで補正する

ことを決めた。これに対する反論もあるが、導入当初

から低回収率調査であり今後も回収率は漸減するとい

う前提での決断である。しかし、どれだけ時代が移ろ

うが、回収率は社会調査の最重要指標であり続ける。

高回収率調査の可能性は、郵送調査にあることを見い

だした。時代の流れである。調査員がいない自記式調

査の再構築が求められる。課題はまだ多い。 

 

肥田野直・水野欽司賞(奨励賞)を受賞して 

 東京大学大学院教育学研究科 張一平 

この度は、栄誉ある学会奨励賞に選んで頂きまして、

本当に光栄に思って感謝しております。推薦して下さ

った先生に、厚く御礼申し上げます。御指導・ご援助

を多くの方々に頂き深く感謝いたします。特に、研究

生のときから素晴らしいご指導と研究環境を与えて下

さっている指導教官渡部洋先生に、心より深く感謝い

たします。 

修士のとき渡部先生が薦めたDe Finetti（1965）の

論文で、確信度テスト法を知り研究し始め、これから

の全ての研究過程を通して、先生から常に丁寧なご指

導をいただきました。確信度テスト法では、被験者は

項目の各選択肢に対して、正答であると思う主観確率

を答えさせるため、与えられた選択肢の中から一番正

答と思われる選択肢を選び出す応答方法などと比べ、

被験者からより多くの情報を引き出すことができ、被

験者の部分的な知識を精密に測定もできます。また、

各選択肢に対するより詳細かつ正確な情報を生かすこ

とで、学習者の学習を援助するためへの利用も期待で

きます。 

現在、確信度データによって能力推定値を得るため

のモデルの一般化に向けたさらなる理論面の研究と確

信度テスト法を教育現場に活用するための研究などを

中心に日々楽しく取り組んでいます。今後とも、研究

と学会活動に、より一層頑張っていきたいと思ってお

ります。本当にありがとうございました。 
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第11回春の合宿セミナー開催予告 
平成20年3月24日（月）～26日（水）（予定） 

場所：東京近辺 

開催担当：今泉忠（多摩大学） 

 

第３６回大会のお知らせ 

第36回大会実行委員長（成蹊大学理工学部） 

岩崎 学 

日本行動計量学会第36回大会（2008年度）は，以下の

要領で開催予定です。 

期 日：2008年9月2日（火）～5日（金） 

    （9月2日はチュートリアルセミナー） 

会 場：成蹊大学（東京都武蔵野市吉祥寺北町3-3-1） 

交 通：JR中央線および京王井の頭線「吉祥寺」下車，

バス10分 

情 報：htttp://www.seikeistat.jp/bsj2008/ 

 大会実行委員会を立ち上げ、準備に取り掛かってい

ます。第36 回大会では学会創立35 周年記念事業も企

画しています。次号会報にて詳細をご案内しますが、

最新情報は上記ホームページに随時掲載しますのでご

参照ください。 

 なお、2008年 8月28日（木），29日（金）の両日，

同じ成蹊大学にて日本テスト学会第 6 回大会も開催予

定です。また、2008年9月7日（日）から10日（水）

の予定で、統計関連学会連合大会（日本行動計量学会

をはじめ 5 学会の共催）が慶應義塾大学理工学部（矢

上キャンパス）にて開催されることになっています。 

 

委員会報告 

運営委員会より 
第35回大会チュートリアルセミナーの報告 

同志社大学 宿久 洋 

日本行動計量学会第35回大会チュートリアルセミナー

が下記の要領で開催されました。 

日 時：2007年９月２日（日）９時～17時 

会 場：同志社大学京田辺キャンパス 

テーマ：初めてのＲ（講師：石田基広（徳島大学）） 

 Ｒによるデータ処理：要約と視覚化（講師：石田基

広（徳島大学）） 

 Ｒによる多変量データ解析（講師：石田基広（徳島

大学），金明哲（同志社大学）） 

 Ｒによるモデリングと機械学習（講師：金明哲（同

志社大学） 

参加人数：50名 

 Ｒに関する書籍の執筆者である石田基宏 氏（徳島大

学）、金明哲 氏（同志社大学）を講師に迎え、コース

別に初心者向けの内容からある程度専門的な内容まで

お話しいただきました。初心者向けの講座では、初め

てＲに触れる方を対象にデータタイプの説明から始め、

プログラミング技法に慣れることを目標にお話しいた

だきました。 

 その後、「要約と視覚化と多変量データ解析」のコー

スと「モデリングと機械学習と多変量データ解析」の

コースに分かれ、前者ではデータフレームや行列の操

作方法から基本統計量の計算、検定、分散分析および

多変量データ解析の主な手法を、後者では、多変量デ

ータ解析の一般的な手法加え、自己組織化マップ、ア

ソシエーョン分析、非線形回帰分析、非線形判別分析、

ニューラルネット、SVMなど機械学習の手法についても

お話いただきました。受講者の反応は非常によく、別

途講義資料も数冊購入いただきました。 

 最後になりましたが、講師の方をはじめご参加いた

だいた方に感謝申し上げます。 

 

第90回行動計量シンポジウム 

担当：行動計量学・岡山地域部会 

共催：岡山統計研究会 

「マイニング ---調査・システム・解析手法---」を

話題として、第90回行動計量シンポジウムを岡山で企

画しています。マイニングをキーワードに、これに関

連する研究者、システム開発をしている企業、ソフト

ウェアを利用したマイニング、調査のそれぞれの立場

からご講演いただき、利点や問題点を議論したいと思

い、本シンポジウムを企画しました。日程以外の詳細

は決定しておりませんが，このテーマに基づいたこの

領域を代表される方々に講演をお願いする予定です。 

岡山での開催ですがたくさんの方の参加をお待ちして

おります。 

なお，本シンポジウムに関する最新情報，プログラ

ムなどはホームページにて随時更新していきますので

そちらをご覧ください。 

テーマ：マイニング ---調査・システム・解析手法--- 

日 時：2008年3月15日（土）13:00～17:00 

場 所：岡山理科大学 創立40周年記念館（25号館） 

４Ｆ22544教室 

コーディネータ 

 垂水共之（岡山大学・アドミッションセンター） 

 森 裕一（岡山理科大学・総合情報学部） 

 飯塚誠也（岡山大学・環境学研究科） 

ホームページ 

 http://mo161.soci.ous.ac.jp/bsj_okayama/90/ 

問い合わせ先：飯塚誠也iizuka@ems.okayama-u.ac.jp 

岡山大学環境学研究科 〒700-8530 岡山市津島中

3-1-1 

 

研究部会募集 

日本行動計量学会では、研究活動の活性化をはかる

ため、研究部会を設け、活動経費の助成を行っていま

す。研究部会には、一定地域での研究推進活動や研究



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 115 号                                 2007 年 12 月 1 日 

 

普及活動を主な目的とする地域部会、および、オリジ

ナリティーに富んだ研究成果を挙げることを目的とす

る研究グループがあります。活動経費は、地域部会に

ついては1部会上限5万円程度、研究グループは1部

会 5 万円（採択件数は優れた研究計画若干）です。地

域部会については、都心部から東京近郊までを主たる

活動地域とする部会を考えておりません。平成20年度

の研究部会の募集を下記要領で行います。なお、採否

の審査結果は、4月初旬にお知らせする予定です。 

○提出書類(下記の内容を電子メールにてお送りくだ

さい。) 

(1) 地域部会：研究部会名，代表者，参加予定者（会

員，非会員別），助成希望金額，活動予定（この順序で

書くこと） 

(2) 研究グループ：研究部会名，代表者，参加予定者

（会員，非会員別），研究計画，活動予定（この順序で

書くこと） 

○応募締切：平成20年1月25日（金）必着 

○送付先（問合せ先）： 

日本行動計量学会運営員会委員長 菊地賢一 

kikuchi@is.sci.toho-u.ac.jp 

なお、研究部会に関する規約は Web ページ

（http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/bukai/bukai.pdf）を

ご参照ください。 
 

関連学会等カレンダー 
＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

☆人文科学とコンピュータシンポジウム2007 

じんもんこん2007 

会 期:2007年12月13日(木)～14日(金) 

会 場: 京大会館（京都市左京区吉田河原町15-9） 

テーマ：デジタルアーカイブと時空間の視点 

照会先：(社)情報処理学会CH2007シンポジウム係 

URL: http://jinmon2007.oiu.ac.jp/ 

E-mail:sig@ipsj.or.jp 

Tel:03-3518-8872, Fax:03-3518-8375 

 

☆第27回日本看護科学学会学術集会 

会 期：2007年12月7(金)～8(土) 

会 場：東京国際フォーラム 

照会先：第27回日本看護科学学会学術集会事務局  

(東京大学大学院医学系研究科 健康科学・看護学専攻 

地域看護学分野 〒113-0033東京都文京区本郷7-3-1) 

FAX：03-5802-2043 

E-mail：jans27-office@umin.ac.jp 

 

☆East Asia Regional Biometric Conference 2007 

(EAR-BC’07)  
会 期:2007年12月9(日)～11(火) 

会 場：東京大学 

照会先：Yoko Nezu (Department of Technology 

Assessment and Biostatistics, National Institute of 

Public Health 2-3-6 Minami, Wako-shi, Saitama-ken, 

351-0197) 

E-mail: yokon@niph.go.jp  

Tel: 048-458-6223 Fax:048-469-3875 

 

☆第18回日本疫学会学術総会 
会 期:2008年1月25日(土)～26日(日) 

会 場:学術総合センター(東京都千代田区一ツ橋) 

照会先: 第18回日本疫学会学術総会運営事務局(順天

堂大学公衆衛生学教室内 〒113-8421 東京都文京区本

郷2-1-1) 

URL:http://jea18.umin.ne.jp/ 

E-mail: jea18th@med.juntendou.ac.jp 

Tel & Fax: 03-3818-2535 
 
☆第19回発達心理学会大会 
会  期：2008年3 月19 日（水）～21 日（金） 

会  場：大阪国際会議場 

照会先：発達心理学会第19回大会準備委員会事務局(追

手門学院大学心理学部心理学科内 〒567-8502 大阪

府茨木市西安威2-1-15) 

URL:http://db1.wdc-jp.com/jsdp/conf2008/ 

E-mail:jsdp-19@haruka.otemon.ac.jp 

TEL:072-641-9619, FAX: 072-643-9432 

 

☆第78回日本衛生学会総会 

会 期：2008年3月28日(金)～31日(月) 

会 場：熊本市民会館 

照会先：大会事務局(熊本大学大学院医学薬学研究部環

境保健医学分野 〒860-8856熊本市本荘1-1-1) 

E-mail:eisei@dpemku.jp 

TEL（096）373-5106 FAX（096）373-5108 

 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などを、できるだけ論文

として投稿してください。お待ちしております。 
和文誌「行動計量学」 

〒206-0022 東京都多摩市聖ヶ丘4-1-1 

多摩大学経営情報学部 今泉 忠 

E-mail: imaizumi@tama.ac.jp  

 

欧文誌:｢ Behaviormetrika｣ 

〒153-8501 東京都目黒区駒場2-19-23 

独立行政法人大学入試センター研究開発部 大津 起夫 

E-mail: otsu@rd.dnc.ac.jp  
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日本行動計量学会会員数 

(2007年11月14日現在) 

正会員          1,003名 

準会員                   98名 

名誉会員                  8名 

シニア会員                1名 

賛助会員                 21社 

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています。詳しくは、

下記までお問い合わせください。 

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場4-4-19 

(株)国際文献印刷社内 

日本行動計量学会係 

bsj-post@bunken.co.jp 

担当：田川美奈子 

TEL.03-5389-6209 

FAX.03-3368-2822 

 

日本行動計量学会Webページ 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html 

 

「会員向けメーリングリスト」への登録のお誘い  

会員向けメーリングリストへの登録をお願い申しあ

げます。ＭＬへの登録（削除も）はご自身で行ってい

ただきますが、簡単です。「会員向けメーリングリス

ト：登録・サービスの詳細」のページ 

  http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって行ってください。

なお、会員であることを確認するために会員番号が必

要ですので、学会からの送付物の宛名シールなどを用

意して、作業をしてください。 

 なお、すでに登録されている方にお願いです。 

・メールアドレスが変更になった場合は、お手数です

が、古いアドレスの削除と新しいアドレスの登録の２

つの作業を行ってください。 

・MLの配信が不要になった場合も（たとえば退会など）

ご自分でアドレスの削除を行ってください。 

 以上、よろしくお願いします。 

 

会員専用ページの開始 

 前号でも紹介しましたが、2007年9月10日(月) か

ら、学会 Web ページの「会員のみなさまへ」の会報、

会員向けメーリングリストの 2 つのページが会員専用

となります。具体的には、これらのページにアクセス

すると、ダイアログボックスが開き、ユーザー名とパ

スワードの入力が要求されますので、 

ユーザー名：bsj   パスワード：1973 

と入力して、内容を閲覧してください。 

 

編集後記 

 早いもので今年度の学会大会が終了して３ヵ月が経

ち、巷ではクリスマスや年末年始の話題が盛り上がっ

てきています。村上先生の巻頭言にあるように京都の

夏の暑さを思い知られましたが、会場内では外の暑さ

にも負けず劣らずの活発な議論が行われていました。

記事にもありますように、来年は岩崎実行委員長のも

と９月２日～５日に東京の吉祥寺で行われる予定です。 
９月 22 日に名誉会員の印東太郎先生がお亡くなり

になりました。また、今号には昨年お亡くなりになら

れた名誉会員の野元菊雄先生の追悼文を江川清先生に

頂戴いたしました。学会の創成期からのメンバーが鬼

籍に入られるのは誠に残念です。謹んでご冥福をお祈

りいたします。 

Web上では、会報のバックナンバーをはじめ過去の大

会プログラムやシンポジウムのテーマがすべて公開さ

れています。当時の研究の内容や研究の移り変わりな

ど、興味深く見ることができると思います。必要に応

じて、ご利用・ご活用ください。なお、会報とメーリ

ングリストの閲覧は、会員の方に限定したサービスで

すので、アクセスする際にはユーザー名とパスワード

（本文記事中に記載）が必要になります。 

 広報委員会では会員の皆様から原稿を頂戴しており

ます。特に会員の方が出版された本や、会員に関係が

あると思われる、シンポジウム、セミナーなどに関す

るものをお待ちしております。なお、編集の都合上、

発行月(3,6,9,12)の前々月の末日まで(次号116号の場

合には1月末日)にお寄せいただければ、直近号に掲載

することが可能です。それ以降に届いたものにつきま

しては、次号に回させていただきますのでよろしくお

願い申しあげます。 

 

会報原稿送付先 

〒470-8565 愛知県豊田市白山町七曲12-33 

日本赤十字豊田看護大学 

西川浩昭 nishikawa@rctoyota.ac.jp 

TEL: 0565-36-5111  FAX: 0565-37-8558 

題字：林知己夫 
広報委員長：森裕一 
会報作成担当：西川浩昭・菅野剛・田中ゆかり・生田

目崇・西山悦子・広田すみれ・行廣隆次・前田忠彦 


